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「
た
だ
い
ま
〜
。」

「
元
気
し
ち
ょ
っ
た
け
〜
。」

こ
の
秋
、
阿
久
根
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
華
の
50
歳
組
の

方
々
が
交
わ
す
会
話
風
景
。

今
月
は
、
今
年
も
大
盛
り
上
が
り
で
幕
を
閉
じ
た
昭
和
49
年

卒
華
の
50
歳
組
フ
ォ
ト
特
集
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
参
加
者

数
は　
　

次
の
と
お
り
で
す
。

華の50歳組による選手宣誓（阿久根小）

【特集】

運
動
会
の
秋
、
華
の
50
歳
組
！

運
動
会
の
秋
、
華
の
50
歳
組
！

伝統
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今月の題字

阿久根は自然に恵まれ、
温かくて優しい人たちがた
くさんいます。地域の行事
も多くてすばらしい所で
す。
私が今がんばっているこ
とは、習字と水泳です。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉
協議会では平成24年３月31

日まで義援金を受け付けて
います。
市民の皆さまのあたたか
いご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成23年９月30日現在）

12,972,283円
※日本赤十字社を通じて、被災さ
れた方々へ配分されます。

冨と
み　

吉よ
し　

春は
る　

花か

さ
ん

鶴
川
内
小
６
年

義援金を受け付けています

今年度の華の50歳組参加者 （単位：人）

学校名 対象者数
運動会
参加者うち故人 うち市内 うち県内 うち県外

阿久根 220 5 138 55 33 50

大 川 84 3 63 25 16 22

西 目 47 1 36 16 8 12

山 下 15 0 15 8 2 5

鶴川内 22 0 18 5 5 8

田 代 10 0 9 1 6 2

折 多 38 2 30 14 9 7

尾 崎 10 0 10 4 3 3

脇 本 127 3 80 34 26 20

合 計 573 14 399 162 108 129

※各小学校の華の50歳組実行委員会からの提供データです。

リレーを行う前に「エイ、エイ、オーY」（大川小）

入場行進を終えて（脇本小）
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10
月
２
日
、
市
内
９
小
学
校
で
開
催
さ

れ
た
秋
季
運
動
会
に
50
歳
を
迎
え
た
卒
業
生

（
昭
和
49
年
卒
）
が
『
華
の
50
歳
組
』
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
昭
和
26
年
に
阿
久
根
小

学
校
で
始
ま
っ
た
こ
の
行
事
は
、
市
内
全
小

学
校
に
広
が
り
、
今
年
で
61
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

ま
た
、
運
動
会
の
前
日
の
10
月
１
日
に

は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス
で
市
主
催
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
３
２
５
名
の
方
が

参
加
し
、
小
学
校
の
枠
を
越
え
た
交
流
を
行

い
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（阿久根小）

お互いの無事を
喜び合い、旧交を深める

華の50歳組

同級生の走りに
声援をおくる（阿久根小）

童心にかえる
（田代小）
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【特集】運動会の秋、華の50歳組Y

（田代小）

（尾崎小）

（鶴川内小）

（山下小）

負けんどY（山下小）

よっしゃーっY（西目小）

がんばれーY（折多小）

入場行進（折多小）

（西目小）
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

平成23年第２回定例市議会
９月22日㈭に閉会

９月５日から開かれていた平成23年第２回定例市議会が

９月22日に閉会しました。総額約４億５千万円の一般会計

補正予算案、平成24年度から中学生以下の子どもたちの医

療費を無料とする乳幼児医療費助成条例の一部改正などが

提案され、可決されました。

なお、議事内容については、市のホームページや後日配

布予定の市議会だよりをご覧ください。

阿
久
根
市
議
会

議案の提案を行う西平市長

祝開通Y「上野羽田線（波留工区）」
～阿久根大島を正面に望む～

９月20日、阿久根東郷線の上野（国道３号）から羽田を

結ぶ都市計画道路上野羽田線（波留工区）の開通式が行わ

れました。地域からの強い要望を受け、平成７年の都市計

画決定以来、16年の歳月を要しましたが、参加された方々

は、歩き初めをしながら完成を互いに喜び合いました。

また、９月23日には、阿久根市連合通り会による開通記

念セールや、第５回ふれあい百縁市も同時開催され、通り

は買い物客でにぎわっていました。

上野
羽田
線開
通

開通式のテープカット

阿久根消防署が潜水救助訓練を実施Y
「救急の日」週間中の９月５日、阿久根漁港新港にて「自

転車で魚釣りを見に来ていた児童が、岸壁から海にそのま

ま転落。助けようとした両親が海に飛び込むが、救助でき

ずに海面で助けを求めている。」という想定で訓練が行わ

れました。

訓練は、手順が示されない現場指揮のみで活動するとい

う実践形式で行われ、潜水隊が水中マイクで指示を受けな

がら海底に沈んだダミー人形を救助したり、救助工作車を

操作したりするなど、現場は本番さながらの緊張感漂う訓

練が行われていました。救助工作車を巧みに操作する消防隊員

阿久
根消
防署
の

潜水
救助
訓練
　

駅前通りで買い物を楽しむ
お客さん
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公平性と透明性を高めるために

人事行政の運営などの状況を公表します
「阿久根市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免、職員数、給与、

勤務時間などについて公表します。この条例は、本市の人事行政の運営などの状況を市民の皆さま

に公表することにより、その公平性と透明性を高めることを目的としています。本市のおいては、

毎年10月末日までに前年度の人事行政の運営などの状況について公表することとしています。

※問い合わせ先　総務課　職員係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１５）

１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用者数と退職者数について

Ｈ22.４.１
現在職員数

Ｈ22年度
退職者等

派遣等に
よる異動

Ｈ22年度
中途採用者

Ｈ23.４.１
新規採用者

Ｈ23.４.１
現在職員数

２１１名 △１３名 ２名 １名 ０名 ２０１名

⑵　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区分

部門

職員数（人） 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
Ｈ22年 Ｈ23年

一
般
行
政
部
門

議 会 ５ ５ ０

総務・企画 ５０ ４９ △　１ 欠員不補充など

税 務 １３ １１ △　２ 　　　〃

民 生 ２５ ２２ △　３ 　　　〃

衛 生 １６ １７ １ 専任職員の配置

労 働 ０ ０ ０

農 林 水 産 ３２ ２９ △　３ 欠員不補充など

商 工 ４ ５ １ 専任職員の配置

土 木 ２２ ２２ ０

小 計 １６７ １６０ △　７

特
別
行

政
部
門

教 育
（注）

２０ １９ △　１ 派遣形態の変更など

小 計 ２０ １９ △　１

公
営
企
業
等

会

計

部

門

病 院 ０ ０ ０

水 道 １０ １０ ０

そ の 他 １４ １３ △　１ 派遣の終了

小 計 ２４ ２３ △　１

合 計 ２１１ ２０２ △　９

（注）　教育長を含んだ数字です。（総務省地方公共団体定員管理調査より）

⑶　職員数の推移（各年度４月１日現在）　　　　　　　　単位：人
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※教育長を除く一般職の職員数です。

平成23年４月１日現在
職員数　２０１人
（県教委派遣を除く。）
※職員数は、平成11年４月１日
から134人減少したことにな
ります。

阿久根市役所
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⑸　職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）

区　　　分
阿久根市 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 161,600円 172,200円
高校卒 140,100円 140,100円

⑷　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成23年４月１日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
44.9歳 341,400円 377,300円 － － －
（注）１　「平均給料月額」とは、平成23年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額
を合計したものです。

３　阿久根市には技能労務職員がいません。

⑶　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
区　　分 阿久根市 全国市平均 県内市平均 鹿児島県
平成22年 96.6 98.8 99.0 94.3
（参考）
平成21年
平成17年

97.8
95.2

98.4
97.6

98.4
98.8

94.7
99.6

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

⑵　職員給与の状況（一般会計当初予算）

区　分
職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費 一人当たり給与費
Ｂ/Ａ給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　 Ｂ

23年度 179人 727,983千円 76,752千円 265,240千円 1,069,975千円 5,978
（注）１　職員手当には退職手当負担金は含みません。

２　給与費は当初予算に計上された額（教育長を含む）です。

⑹　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 243,100円 － 345,740円
高校卒 － － 330,533円

（注）１　金額は，各経験年数に在職する職員の平均額です。
２　対象となる職員がいない場合はハイフン（－）としています。

２　職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（総務省地方財政状況調査より）

区　　分
住民基本
台帳人口

（23年３月末）
歳 出 額

Ａ
実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率

Ｂ/Ａ

（参考）
21年度の
人件費率

平成22年 23,526人 11,703,546千円 391,429千円 1,737,434千円 14.8％ 19.1％
（注）人件費には特別職給与、議員・各種委員・嘱託員等に支給される報酬、退職手当負担金、共済組合負担金等が含まれます。

市街地から脇本地区を望む



－ 9 －

人事行政の運営などの状況を公表します

⑺　一般行政職の級別職員数等の状況（平成23年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計
標準的な
職務内容

主事補･技師補
主事･技師 主事・技師 主任 主査･係長等 課長補佐等 課長等 指定課長

職員数（人） 7 16 14 60 48 20 0 165

構成比（％） 4.2 9.7 8.5 36.4 29.1 12.1 0.0 100.0

⑻　職員の手当の状況
ア　期末勤勉手当

阿 久 根 市 国
（22年度支給割合） （22年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 0.34月分 0.67月分 ６月期 1.25月分 0.70月分
12月期 0.47月分 0.67月分 12月期 1.35月分 0.65月分
計 0.81月分 1.34月分 計 2.60月分 1.35月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 職制上の段階、職務の級等による加算措置 有
（注）勤勉手当については標準成績者に対する支給実績です。

イ　退職手当（平成23年４月１日現在）
阿 久 根 市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.50月分 32.76月分 勤続２０年 23.50月分 30.55月分
勤続２５年 33.50月分 41.34月分 勤続２５年 33.50月分 41.34月分
勤続３５年 47.50月分 59.28月分 勤続３５年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の 定年前早期退職特例措置 その他の 定年前早期退職特例措置
加算措置 （２％～20％加算） 加算措置 （２％～20％加算）
退職時特別昇給 無 退職時特別昇給 無
（注）１　本市は平成18年度から鹿児島県市町村退職手当組合（現：鹿児島県市町村総合事務組合）に加入しています。

２　その他の加算措置については，勧奨退職者扱いのみ適用しています。

ウ　特殊勤務手当（平成23年４月１日現在）
支給実績（22年度） 384千円
支給職員１人当たり平均支給年額（22年度） 15,992円
職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度） 11.3％
手当の種類（手当数） 13

主 な 手 当 の 名 称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
徴 税 手 当 徴 税 事 務 従 事 員 市 税 徴 収 月額　1,500円
保 健 師 手 当 保 健 師 保 健 指 導 月額　1,500円
生活保護従事手当 生活保護事務従事員 保 護 月額　3,500円

エ　時間外勤務手当
支給実績（20年度） 16,961千円
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度） 89千円
支給実績（21年度） 21,087千円
支給職員１人当たり平均支給年額（21年度） 111千円
支給実績（22年度） 20,165千円
支給職員１人当たり平均支給年額（22年度） 118千円

オ　その他の手当（平成23年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（22年度）

支給職員１人当たり
平均支給年額（22年度）

扶 養 手 当

①配偶者 13,000円
②配偶者以外 6,500円
③配偶者がない場合 11,000円
・満16歳の年度始めから満22歳の年度
末までの子　１人につき5,000円加算

同 35,252千円 265,056円

住 居 手 当
借家（家賃12,000円以上）
家賃の額に応じて最高27,000円まで 同 12,508千円 250,159円

通 勤 手 当
２㎞以上３㎞未満は2,750円
以下１㎞増すごとに750円加算
15㎞以上最高支給額12,500円

異
距離の区分
が異なる

8,322千円 69,929円

管理職手当 課長 22,600円、指定課長 23,700円 異 支給率が異なる 5,735千円 249,339円
休日勤務手当

勤務１時間当たりの給与額に100分の
135を乗じた額

同 － －
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３　特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）

区　　分 給料月額等

給
料

市 長
副 市 長
教 育 長

640,000円（800,000円）
570,600円（634,000円）
528,300円（587,000円）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

（371,000円）
（290,000円）
（263,000円）

期　

末　

手　

当

市 長
副 市 長
教 育 長

（平成22年度支給割合）
６月期　　0.70月分
12月期　　0.80月分
　計　　　1.50月分

議 長
副 議 長
議 員

（平成22年度支給割合）
６月期　　0.70月分
12月期　　 － 月分
　計　　　0.70月分

退
職
手
当

市 長
副 市 長
教 育 長

（算定方式）　　　　　（支給時期）
給料×在職月数×0.4　　１期ごとに支給
給料×在職月数×0.3　　　　 同上
給料×在職月数×0.3　　　　 同上

（注）１　市長の給料は，平成23年３月１日から20％減
額して支給しています。

２　副市長及び教育長の給料は，平成23年２月17

日から10％減額して支給しています。
３　（　）内の額が条例に規定されている額です。
４　期末手当については支給実績です。

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成23年４月１日現在）

区　　　　　分 状　　　　　　　　況
勤 務 時 間 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
休 憩 時 間 上記勤務時間内に45分
勤務を要しない日 国民の祝日、土曜日、日曜日、12月29日～１月３日

年 次 休 暇
１年につき20日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可。平成22年の平
均取得日数は，一人当たり10.2日でした。

そ の 他 の 休 暇 等 病気休暇、特別休暇、育児休業等

⑵　懲戒処分者数（平成22年度） （単位：件）

処分の種類
処分の具体的事由

免職 停職 減給 戒告 合計

一般服務違反関係
信用失墜行為 0 0 0 1 1

その他 0 0 0 0 0

道路交通法違反
職務遂行中 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合　　　計 0 0 0 1 1

５　職員の分限及び懲戒処分

⑴　分限処分者数（平成22年度） （単位：件）

処分の種類
処分の具体的事由

免職 降任 休職 降給 合計

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 0 0 0

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃
職、過員を生じた場合

0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

条例で定める事由による場合 0 0 0 0 0

合　　　計 0 0 0 0 0

職員に対する分限処分は、公務

の能率の維持および適正な運営の

確保という観点から行われる処分

で免職、降任、休職、降給の種類

があります。

また、懲戒処分は、職員の非違

行為に対して、職場の秩序を維持

し、回復を図るために行われる処

分で免職、停職、減給および戒告

の種類があります。

平成22年度においては、左表の

とおりです。

市役所１階南側
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人事行政の運営などの状況を公表します

６　職員の服務の状況

地方公務員法第30条の規定により、職員は、全体の奉仕

者として公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たって

は全力を挙げてこれに専念しなければならないとされてい

ます。

この服務の根本基準を実行するために，職員には地方公

務員法の規定により次のような職務上の義務があります。

・法令および上司の職務上の命令に従う義務

・信用失墜行為の禁止　・秘密を守る義務

・職務に専念する義務　・政治的行為等の制限

・争議行為等の禁止　　・営利企業等の従事制限

８　職員の福祉および利益の保護の状況

⑴　職員の健康診断の状況（平成22年度）

区　　　分 受診者数
定期健康診断 １８７人

人間ドック

２日ドック ２７人
１日ドック ６人
脳ドック ６人
節目ドック １３人

結核検診 １７８人
ＶＤＴ検診 １４６人

⑵　阿久根市職員互助会の代表的な給付金等の状況
（平成23年４月１日現在）

区　　　　　分 給付額等
うち、公
費負担分

会員の会費等
による負担分

人間ドック
費用助成

２日ドック 15,000円 0円 15,000円
１日ドック 11,000円 0円 11,000円
脳ドック 11,000円 0円 11,000円

死亡弔慰金

会員 50,000円 0円 50,000円
配偶者 30,000円 0円 30,000円
父母、子並び
に同居家族

10,000円 0円 10,000円

疾病見舞金

15日以上の
病休者

10,000円 0円 10,000円

重度の傷害
の場合

20,000円 0円 20,000円

結婚祝金 30,000円 0円 30,000円

出産祝金
一人につき
（子）

10,000円 0円 10,000円

⑶　公務災害補償制度（平成22年度）

加入団体 災害件数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
鹿児島県支部

1件
施設管理作業
中におけるケ
ガ

９　勤務条件に関する措置の要求等の状況

（平成22年度）

勤務条件に関する措置の要求 0件
不利益処分に関する申立ての状況 1件

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況

研修実績（平成22年度）

研　　修　　名 修了･受講人員

自
治
研
修

セ
ン
タ
ー

基本研修
一般職員研修 １２人
管理監督者研修 ９人

専門研修 １人

そ
の
他

研　

修

出先機関等研修 ２２人
法制執務研修（初級） １９人
その他 ９３人

なお、勤務成績の評定については、平成18年度から「人事評価制度」を実施しており運用しています。

鹿児島県市町村振興協会自治研修センターで行われる基本研修に、新規採用職員や採用後３～５年、７～９年、

12年以上の職員および係長以上の職員を参加させています。

専門研修では、自己啓発等のための法制研修や行政法研修に参加しました。また、市独自の研修として、法制執

務研修（初級）を実施しました。

平成17年３月に策定した「阿久根市人材育成基本方

針」では『現状を見直し、自己と地域社会の未来を豊

かに創造できる「未来創造型職員を目指せ」』をテー

マに、自己啓発、職場研修、職場外研修の３つを研修

の大きな柱と位置付け人材育成を推進してきていま

す。

平成22年度に行った研修の主なものは表のとおりで

す。



【
開
催
場
所
】

阿
久
根
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
11

月
５
日
㈯
『
前
日
祭
』

午
後
１
時
〜
午
後
７
時
半
（
予
定
）

◇
11

月
６
日
㈰
『
当
日
祭
』

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

※
昨
年
ま
で
『
前
夜
祭
』
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
し
た
１
日
目
の
演
芸
部
門

は
、
今
年
度
か
ら
『
前
日
祭
』
と
し

て
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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〈
演
芸
の
部
〉

【演芸の部】

市総合文化祭は、
11月５日㈯･６日㈰に

開催します！
【
開
催
場
所
】

働
く
女
性
の
家
、
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
11

月
５
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

◇
11

月
６
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
展
示
の
部
〉

【
開
催
場
所
】

阿
久
根
市
民
会
館
２
階

◇
11

月
５
日
㈯

・
華
道
の
み

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

◇
11

月
６
日
㈰

・
華
道
・
茶
道

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
華
道
・
茶
道
〉

（
展
示
・
実
演
）

【展示の部】

【展示の部】



まちの話題
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９
月
20

日
か
ら
９
月
25

日
ま
で
、
阿

久
根
市
民
会
館
に
て
第
25

回
阿
久
根
書

道
展
が
開
催
さ
れ
、
約
２
６
０
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
（
阿
久
根
書
道
会
の
主

催
）。９

月
25

日
に
同
会
場
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
な
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

９
月
４
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

鹿
児
島
大
学
学
友
会
管
弦
楽
団
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

団
員
の
方
々
は
、「
も
っ
と
音
楽
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
い
。」
と
い
う
こ
と
で
、

来
場
者
が
実
際
に
楽
器
の
演
奏
を
体
験

す
る
時
間
を
設
け
た
り
、
指
揮
者
体
験

が
行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
来
場
者
を

終
始
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

緊
張
し
な
が
ら
楽
器
演
奏
を
行
っ
た

児
童
は
、「
な
か
な
か
う
ま
く
音
が
出
せ

な
い
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

鹿児島大学学友会管弦楽団による演奏 実際に楽器の演奏を体験する来場者

展示作品に見入る観客

阿久根書道展受賞者の皆さま

（敬称略）

賞　　名 氏　　名

市 長 賞 有 村 和 海

市議会議長賞 山　口　夕稀奈

教 育 長 賞 波 戸 愛 吹

阿久根書道会賞

吉 元 明 憲

吉 元 惇 也

若 松 香 澄

山 平 智 子

大山口　和　子

市文化協会賞

北 川 春 樹

米 次 真 穂

大 田 桃 子

冨 吉 優 花

野 村 美 有

南日本新聞社賞

川 畑 友 希

渡 邉 萌 愛

田　原　芽流茂

冨 吉 春 花

川 畑 美 月

第
25
回

阿
久
根
書
道
展
開
催

も
っ
と
気
軽
に
楽
器
に
ふ
れ
て

音
楽
を
楽
し
ん
で
♪



各 課 紹 介各 課 紹 介

会
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す

る
た
め
の
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

と
し
て
、
本
会
議
や
委
員
会
で
の

運
営
補
助
及
び
会
議
録
の
作
成
、

「
議
会
だ
よ
り
」
の
配
布
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
の
し
く
み
や
運
営

な
ど
に
係
る
説
明
や
出
前
講
座
な

ど
も
随
時
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。詳

細
は
、
議
会
事
務
局
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

（
議
会
事
務
局
長　

花
田　

清
治
）

議会　
事務局

事
務
局
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

監
査
事
務
局
で
は
、
２
名
の
監

査
委
員
（
学
識
経
験
・
議
会
選
出
）

と
そ
の
補
助
職
員
２
名
に
よ
り
監

査
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
は
法
令
・
条
例
な
ど

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
権
限
に
基
づ

き
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
能
率
的

な
行
政
運
営
確
保
の
た
め
、
違
法
、

不
正
の
指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
指

導
に
重
点
を
お
き
、
市
の
行
政
の

適
法
性
、
効
率
性
、
妥
当
性
の
保

障
を
約
束
す
る
と
い
う
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
監
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
、
毎
年
度
初
め
に
年
間
の

監
査
計
画
を
立
て
ま
す
。
主
な
も

の
と
し
て
、
定
期
監
査
（
各
課
の

監
査
）、
例
月
現
金
出
納
検
査
（
毎

月
の
現
金
の
出
納
及
び
保
管
状
況

の
検
査
）、
決
算
審
査
（
各
会
計
諸

帳
簿
及
び
決
算
書
な
ど
に
基
づ
い

て
、
計
数
の
確
認
・
予
算
の
執
行

監査　
事務局

及
び
効
率
化
な
ど
の
審
査
）
で
す
。

監
査
は
、
事
前
に
関
係
資
料
の

提
出
を
求
め
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
必
要
に
応
じ
て
書
類
帳
簿
な

ど
の
提
出
ま
た
は
関
係
職
員
の
出

席
を
求
め
た
り
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
各
種
工
事
や
、
補
助
事

業
の
監
査
に
つ
い
て
は
、
入
札
・

契
約
・
調
書
及
び
補
助
金
申
請
書
・

補
助
金
決
定
通
知
書
な
ど
を
書
類

監
査
し
、
現
地
監
査
も
必
要
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

監
査
終
了
後
に
は
、
講
評
を
行
い
、

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

監
査
と
い
い
ま
す
と
仕
事
柄
、

堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
ま
す
が
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
代
表

監
査
委
員
を
中
心
に
、
大
事
な
阿

久
根
市
の
予
算
が
適
正
に
執
行
さ

れ
る
よ
う
日
々
書
類
審
査
な
ど
に

努
め
て
い
ま
す
。

（
監
査
事
務
局
長　

松
林　

信
一
）

◆市役所３階

◆市役所３階

監査事務局

事
務
局
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

議
会
の
役
割
は
、
国
と
地
方
と

で
は
、
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
国

で
は
、
国
会
議
員
が
内
閣
総
理
大

臣
を
国
会
議
員
の
中
か
ら
選
び
ま

す
が
、
地
方
で
は
、
市
長
も
市
議

会
議
員
も
市
民
が
直
接
選
挙
で
選

び
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
市
民
が
、
市
長

に
市
民
の
た
め
の
政
策
や
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
権
限
を
与
え
、
一
方
で

多
数
の
市
議
会
議
員
を
選
ん
で
市

長
が
行
う
そ
の
執
行
を
監
視
・
チ

ェ
ッ
ク
さ
せ
る
役
目
を
与
え
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
市
長
と
議
会
と

が
互
い
に
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が

ら
、
市
民
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
職
務
を
遂
行
す
る
よ
う
に

憲
法
及
び
地
方
自
治
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

議
会
事
務
局
は
、
議
会
の
補
助

機
関
で
あ
り
、
職
員
５
名
が
、
健

全
な
議
会
運
営
を
行
い
な
が
ら
議

議会事務局
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認
知
症
と
い
っ
て
も
、
様
々
な

種
類
が
あ
り
、
治
療
方
法
や
対
処

方
法
も
全
く
違
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
認
知
症
の
こ
と
を
皆

さ
ま
が
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

現
在
、
認
知
症
に
対
す
る
新
薬

が
国
の
認
可
を
受
け
て
次
々
に
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け

医
と
も
よ
く
相
談
し
、早
期
発
見
、

症
状
に
あ
っ
た
早
期
治
療
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
を

患
っ
た
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
介

護
を
す
る
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

■
「
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
」

「
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
」

の
違
い

「
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
」
と

は
、
自
分
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
が
な
い
よ
う
な
場

合
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、「
加
齢
に
よ
る

物
忘
れ
」
と
は
、
体
験
の
一
部
分

を
忘
れ
て
も
、
体
験
全
体
ま
で
は

忘
れ
な
い
と
い
う
通
常
の
物
忘
れ
の
場

合
を
い
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
認
知
症
状
が
初
期
の
状

態
で
あ
る
と
、
本
人
が
物
忘
れ
に
対
す

る
自
覚
が
な
い
の
で
、
家
族
が
認
知
症

状
に
気
付
か
ず
、
悪
化
し
て
か
ら
判
明

す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
認
知
症
気
づ
き
の
ポ
イ

ン
ト
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
医
に
ま
ず
は
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
認
知
症
の
予
防

認
知
症
の
予
防
と
し
て
次
の
よ
う
な

こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
す
る
。

食
生
活
改
善
や
運
動
な
ど
。

◇
脳
の
前
頭
葉
を
鍛
え
る
。

読
み
書
き
計
算
を
１
日
10

分
程
度

行
っ
た
り
、
料
理
を
し
た
り
、
新
聞

音
読
な
ど
も
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
五

感
を
使
う
。

普
段
、
料
理
を
さ
れ
な
い
男
性
の
方

も
料
理
を
し
て
み
て
は
。

認知症　気づきのポイントY
○今日の年月日や曜日がわからない。
○今何時ごろかわからない。
○少し前のことや、１～２週間前に話したことを
全く覚えていない。

○同じことを何度も言ったり、会うたびに同じ内
容の話をしたりする。

○使い慣れた単語が出てこなくなり、代名詞が多
い。

○話の脈絡をすぐに失う。
○質問されたことと違うことを答える。
○話のつじつまを合わせようとする。
○家族が同席していると、聞かれるたびに家族の
方を向く。

関心の高さからか、会場が満員となった講演会

大川診療所医師　黒田　篤先生

９月16日、大川小学校講堂で大川診療所医師　黒田　篤先生

による『今日から始める認知症予防生活』と題した、認知症予

防講演会が行われました。

会場をうめつくした約200名の来場者は、わかりやすく、ユー

モアたっぷりの先生の話に聞き入っていました。

今回は、その講演内容を要約してご紹介いたします。

今日から始める

認知症予防生活

－ 15－
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■対 象 者
①65歳以上の方（昭和21年12月31日以前に生まれた方）

②60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓又は呼吸器の機能

に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障

がいを有する者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機

能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する者

■実施期間　平成23年10月17日～平成23年12月31日
■実施場所　各医療機関
■自己負担　1,000円

※接種の際は、予診票（水色）を必ず持参してください。

※問い合わせ先　健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５７・１４５８）

インフルエンザを予防しようY

感染症の予防には、うがい、手洗いが一番です♪

日常から行える感染症予防対策
◆手洗い

石けんでこまめに手洗いを行いましょう。手についたウイ

ルスを洗い流します。

◆うがい
日常的にうがいを行いましょう。喉についたウイルスを洗

い流す効果があります。

◆マスクの着用
せき・くしゃみの時はマスクをつけましょう。飛沫（ひま

つ）感染を防ぐと共に、鼻や喉を乾燥から守ります。

高齢者の
インフルエンザ予防
接種のお知らせ

阿久根市では、予防接種法に基づき、高齢者等の
インフルエンザ予防接種を実施します。対象者には
10月中旬ごろ個別に予診票を配布しますが、インフ
ルエンザの予防接種は、接種を受ける法律上の義務
はありません。

 また、自らの意思で予防接種を希望する方のみ
が、自己責任で接種を行うものです。
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市では、こころの健康に不安を感じている方を

対象に、臨床心理士による相談会を開催します。

平成23年度　阿久根市自殺対策緊急強化事業

○不安でたまらない。眠れない。イライラする。気持ちが落ち着かず、やる気がでない。
○ダイエットをはじめたら、食事が食べられなくなった。
○夫がお酒をやめてくれない。アルコール、ギャンブルを止められない。
○家庭内で暴力がある。子どもがひきこもっている。
○学校・職場の人間関係に悩んでいる。
○最近、家族・友人を自死で亡くした。

などの内容でお困りの方、１人で悩まず、気軽に相談してみませんか？

あなたの悩みが少しでも軽くなるよう『こころの相談の専門家』にご相談ください。

ご本人はもちろん、ご家族の方からでもお受けしています。

※完全予約制。秘密は厳守します。

開 催 日　平成23年11月13日㈰

時　　間　①10：00～　②11：00～　③12：30～（各約50分）定員３名

会　　場　阿久根市保健センター

料　　金　無　料

申込期限　平成23年11月７日㈪締切

相談担当　鹿児島純心女子大学　国際人間学部子ども学科

臨床心理士　石
いし

井
い

　宏
こう

祐
すけ

　先生

（専門分野）臨床心理学・家族療法

※申込み・問い合わせ先　健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４６１）
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まちの話題 みんなのアルバム

８月28日、リサイクルセンターエコリア北薩で、

『エコリア北薩リサイクル祭り』が開催され、粗大

ごみから修理再生された自転車や、家具などの抽選

会、衣料品、書籍などの無料頒布などがあり、多く

の来場者でにぎわいました。また、８月１日から８

月26日までの間に、同センター施設の見学会なども

行われました。

リサイクルにご理解をY

リ

リサイクル商品の品定めを行う来場者

自殺予防週間の一環として、９月14日に出水保健所

主催で、ＡＺ入口前においてパンフレットなどを配布

する自殺予防キャンペーンが行われました。市内外の

団体約20名が参加し、来客者に「大切な命を守りましょ

う。」と呼びかけていました。

ひとりで悩まないで～自殺予防週間～

ひ

自殺予防を呼びかける参加者

９月９日の救急の日、鶴翔高校体育館にて、

鶴翔高校２・３年生のスポーツ健康科学系列の

生徒を対象として、出水郡医師会、出水市消防

本部、阿久根地区消防組合主催の『普通救命講

習』が行われました。生徒は、救急の現場で働

いている看護師や救急隊員の指導を真剣に聞い

て、受講していました。

命のバトン、最初のランナーはあなたですY

命 熱心に指導を受ける
鶴翔高校生

尾見事に県道脇の土手に咲き誇るヒガンバナ（尾崎区）

９月下旬、尾崎区に住む永井野 進

さんが３年前から村おこしになれば

と、手入れを行っていた県道脇土手

のヒガンバナが、道路を通る人々の

目を楽しませていました。「春は、特

攻花が咲き乱れるので、ぜひ見に来

てください。」と区長の若松知之さん

が話してくれました。

尾崎はきれかどーZ
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

まちの話題

みんなのアルバム

地

中国原産のチユウキンレン（川畑中区）

は

段・寺山・高松子ども育成会による十五夜
（段区）

９月12日、段地区において段・寺山・高松

子ども育成会合同で十五夜行事が行われまし

た。段20名、寺山25名、高松5名の計50名が

参加。今も昔も変わらない子どもたちの元気

に相撲をとる姿が見られました。この日は、

６年ぶりに満月となる『中秋の名月』でした。

はっけよ～い、
のこったY

９月11日、阿久根商工会議所青年部主催による、「とき

めいて阿久根」婚活イベントがグランビューや、おれん

じ鉄道（銀河鉄道の旅）の列車を貸し切って行われまし

た。遠くは静岡県から参加された女性を含む13名と、男

性13名の計26名が参加し、今年は２組のカップルがめで

たく誕生しました。

カップルが２組成立Y（婚活イベント）

カ

ゲーム大会で和やかムード（グランビューあくね）

電気で心配な所はありませんか

無料で独居高齢者宅の
点検を行う組合員

（丸内区）

９月３日、出水電気工

事工業協同組合と、同青

年部の約50名の組合員の

方々が、独居高齢者の住

宅や高齢者施設83軒を訪

問し、無料で点検したう

え、電球なども無料で配

布、設置していました。

高齢者の方からは、「自

分ではできず、困ってい

たので本当に助かりま

す。」と話していました。

このチユウキンレンは、３年前に川畑忠実さんが友人か

ら『パイナップルだから。』と言って譲り受けたもので、「８

月末ごろ珍しい花が咲いた時には、びっくりしました。」と

話していました。漢字名称は『地湧金蓮』と書き、地面か

ら湧き出たハスのように見える様から付いたとのこと。

地面から湧き出たハス開花Y

出水電気工事工業協同組合と同青年部ら



９
月
30

日
、
市
の
観
光
促
進
事
業
の

一
環
で
、
阿
久
根
商
工
会
議
所
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
阿
っ
く
ん
』

の
着
ぐ
る
み
が
完
成
（
日
本
水
泳
振
興

会
が
制
作
）
し
、
シ
ー
ク
イ
ー
ン
と
一

緒
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
阿
久
根
を
ぜ
ひ
、
元
気
に
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
市
長
が
激
励
し
、
握
手

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
登
場
予
定
で
、
時
季
や
イ
ベ
ン
ト
内

容
に
よ
り
、
阿
久
根
の
特
産
品
な
ど
の

小
道
具
を
身
に
付
け
た
り
す
る
と
の
こ

と
。
ど
ん
な
姿
で
阿
久
根
を
Ｐ
Ｒ
し
て

く
れ
る
の
か
も
楽
し
み
の
一
つ
。

10

月
１
日
に
行
わ
れ
た
華
の
50

歳
組

の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も
登
場
し
、

参
加
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

阿
久
根
の
Ｐ
Ｒ
は
ボ
ク
に
任
せ
て
！

『
阿
っ
く
ん
』を
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ネ
！

９
月
28

日
、
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
、
第
13

回
阿
久
根
交
通
・
地
域

安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
の
82

チ
ー
ム
、
過
去
最
高
の
４
０
５
名
の
多

く
の
方
が
参
加
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
外
で
は
阿
久
根
警
察
署

署
員
に
よ
る
交
通
・
地
域
安
全
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
高
齢
者
の
方

の
ほ
と
ん
ど
が
、
反
射
材
を
身
に
付
け

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
夕
暮
れ
時

や
夜
間
外
出
の
際
に
は
、
面
倒
が
ら
ず

に
身
に
付
け
る
よ
う
に
と
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

主
な
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

グラウンドゴルフを楽しむ参加者

交通・地域安全講習

◇団体の部

順位 チーム名
優 勝 仲 良 し 会
準優勝 脇 本 馬 場
３　位 ド リ ー ム Ａ

◇個人の部　　　　（敬称略）

順位 氏　　名
優 勝 山 元 月 斗
準優勝 貴 島 俊 夫
３ 位 寺 脇 年 子
４ 位 寺 地 輝 男
５ 位 尾 塚 俊 一

青
空
の
も
と
日
ご
ろ
の
成
果
を
競
う
！

〜
第
13
回
阿
久
根
交
通
・
地
域
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〜

－ 20－



９
月
10

日
、
脇
本
地
区
公
民
館
（
三

笠
支
所
）
で
第
10

回
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ

チ
ャ
コ
ン
ク
ー
ル
（
日
本
一
ど
で
カ
ボ

チ
ャ
コ
ン
ク
ー
ル
鹿
児
島
県
大
会
も
兼

ね
る
）
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
51

個
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
三
笠
地
域

村
お
こ
し
有
志
会
の
主
催
で
す
。

同
会
会
長
の
双
津
久
夫
さ
ん
は
、「
今

年
は
実
の
つ
き
が
悪
く
、
残
念
で
し
た

が
、
来
年
こ
そ
は
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

・
重
量
賞
（
一
般
）

双
津
久
夫
（
７
９
・
６
㎏
）

・
重
量
賞
（
小
学
生
）

野
村
あ
か
り
（
５
４
・
０
㎏
）

・
色
も
形
も
よ
か
で
賞

執
印
澄
人

ジャンボカボチャの
重量を量る会員ら　

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
が

『
ど
て
っ
と
』
な
ら
ぶ
！

県
主
催
の
集
落
営
農
塾
が
７
月
26

日

か
ら
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
市
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
、

９
月
７
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
塾
は
、
農
村
集
落
の
維
持
・
発

展
に
向
け
た
話
し
合
い
活
動
や
営
農
活

動
な
ど
を
集
落
単
位
で
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
山
下
地
区
か
ら

13

名
、
弓
木
野
地
区
か
ら
５
名
、
八
郷

地
区
か
ら
４
名
の
計
22

名
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
、
参
加
さ
れ
た
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
か
え
り
、
実
状
に
応
じ
た

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
活

性
化
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度

集
落
営
農
塾
閉
校 集落営農塾で受講する

参加者の方々

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

９
月
25

日
、
脇
本
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
団
員
14

名
と
そ
の
保
護
者
ら
が
、

国
道
３
８
９
号
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
梨
を

配
り
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
『
事

故
ナ
シ
作
戦
』
を
行
い
ま
し
た
。

「
20

年
以
上
、
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
一
緒
に
事
故
ナ
シ
作
戦
を
し
て
き
た

が
、
小
さ
い
時
か
ら
こ
う
い
っ
た
活
動

で
心
構
え
を
養
っ
て
い
れ
ば
、
安
全
運

転
の
輪
が
必
ず
広
が
る
と
思
う
。」
と
、

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
の
松
﨑
勝

雄
さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

９
月
23

日
、
市
総
合
運
動
公
園
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
で
、
第
28

回
ロ
ー
タ
リ
ー

旗
争
奪
「
阿
久
根
・
長
島
地
区
少
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
14

チ
ー
ム
、
１
８
５
名
が

参
加
し
、
Ａ
・
Ｂ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
か

れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

本
浦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
Ａ

準
優
勝　

鷹
巣
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
Ａ

■
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

脇
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

準
優
勝　

山
下
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団両チーム一歩も引かない試合をする小学生

安全運転を呼びかける少年剣士

事
故
は
ナ
シ
4

4

で

安
全
運
転
！

白
球
を
追
い
か
け

熱
戦
を
展
開
！

まちの話題
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市役所からの

お知らせ

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
っ

て
い
た
方
も
含
め
、
全
て
の
方
の
申
請

が
必
要
で
す
。

〈
10

月
分
か
ら
の
支
給
額
〉

【
手
当
の
月
額
】

平
成
23

年
10

月
分
〜

平
成
24

年
３
月
分

・
０
〜
３
歳
未
満　
　

１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
終
了
前　

１
万
円

・
中
学
生　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

※
10

月
分
〜
１
月
分
の
手
当
は
、
平

成
24

年
２
月
に
、
２
・
３
月
分
の

手
当
は
平
成
24

年
６
月
に
支
払
わ

れ
ま
す
。

10

月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、
支
給
対
象
と
な
る
方

か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
受
け
取
っ
て
い
た
方
も
含
め
、
対

象
の
お
子
さ
ま
の
あ
る
全
て
の
方
は
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
10

月
中
に
認
定

請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
次
の

と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
間

11

月
１
日
〜
11

月
30

日

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

◇
受
付
時
間

午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

◇
提
出
場
所

生
き
が
い
対
策
課　

児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階　

５
番
窓
口
）

◇
必
要
な
も
の

①
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証
の
写
し

受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
）
で
あ
る
場
合
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課　

児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階　

５
番
窓
口
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
１
）

10
月
か
ら

『
子
ど
も
手
当
』

が
変
わ
り
ま
す

申
請
が

必
要
で
す
。

『
が
け
に
近
接
し
た

住
宅
の

移
転
』
に
は

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

が
け
に
近
接
し
た
住
宅
（
図
参
照
）

に
住
ん
で
い
る
方
が
住
宅
を
移
転
す
る

場
合
、
市
で
は
、
住
宅
の
解
体
や
新
し

い
住
宅
の
取
得
な
ど
に
対
し
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

平
成
24

年
４
月
以
降
に
移
転
を
希
望

さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象

高
さ
（
図
中
の
Ｈ
）
が
２
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
勾こ

う

配ば
い

が
30

度
以
上
の
が
け

に
近
接
し
て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）

で
昭
和
46

年
８
月
31

日
以
前
に
建
築

し
た
住
宅

■
補
助
内
容

◇
危
険
住
宅
の
解
体
費
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
78

万
円

◇
新
し
い
住
宅
の
建
設
・
購
入
に
お
け

る
借
入
金
に
係
る
利
息
に
対
す
る
補

助　
　
　
　
　
　

…
限
度
額
444

万
円

◇
土
地
の
購
入
に
お
け
る
借
入
金
に
係

る
利
息
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
206

万
円

◇
敷
地
の
造
成
に
お
け
る
借
入
金
に
係

る
利
息
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
58

万
円

■
募
集
期
限

平
成
23

年
11

月
18

日
㈮

※
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課　

建
築
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
２
）

【図】
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Akune City
Information

市
で
は
、「
阿
久
根
大
島
公
園
」と「
番

所
丘
公
園
」
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
業
務
内

容
な
ど
詳
し
く
は
、
担
当
課
で
配
布
す

る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
団
体　

各
施
設
１
団
体

■
応
募
資
格

◇
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
こ
と
。

※
法
人
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
阿
久
根
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

■
指
定
期
間

平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31

日
ま
で
の
５
年
間

■
募
集
要
項
の
配
布
、
応
募
受
付
期

間
な
ど

募
集
締
切
は
11

月
11

日
ま
で
。

受
付
時
間
は
、
８
時
30

分
か
ら
17

時
15

分
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
き

ま
す
。

※
配
布
・
受
付
場
所

及
び
問
い
合
わ
せ
先

・
阿
久
根
大
島
公
園

水
産
商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
１
）

・
番
所
丘
公
園

都
市
建
設
課　

管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
１
）

指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

阿久根大島公園

番所丘公園

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
今
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

◇
火
災
に
よ
る
死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
煙
を
感
知

し
、
居
住
者
に
警
報
音
で
火
災
の
発
生

を
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
場
所
は
、
国

の
基
準
で
「
寝
室
」
や
「
階
段
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
各
地
で
悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適

正
な
価
格
・
無
理
強
い
販
売
な
ど
）

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◇
設
置
し
て
良
か
っ
た
例

就
寝
中
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

音
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。
部
屋
を
出
て

居
間
へ
向
か
う
と
、
テ
レ
ビ
の
コ
ン
セ

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
　

設
置
義
務
化
！

ン
ト
付
近
か
ら
煙
と
火
が
出
て
い
ま
し

た
。
す
ぐ
に
消
火
器
で
消
し
止
め
た
の

で
、
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
Y

『
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度
』

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
９

日
㈬
か
ら
11

月
15

日
㈫
ま
で
の
７
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
季
は
、
火
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
し
ま
す
の
で
、

火
を
使
う
際
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。万

一
火
が
出
た
と
き
に
は
、
一
人
で

消
そ
う
と
せ
ず
に
、
隣
近
所
に
火
事
を

知
ら
せ
、
す
み
や
か
に
１
１
９
番
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
火
を
使
う
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
。

◇
火
を
消
し
た
時
は
、
完
全
に
消
え
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

◇
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
火
の
元
を

確
か
め
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９
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くらしの情報

移
動
年
金
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
年
金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印
鑑
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
な
ど
を
持
参
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
利
用
の
場
合
は
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

11
月
24
日
㈭

９
時
40
分
〜
15
時
40
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
予
約
期
間　

11
月
１
日
〜
11
月
10
日

◇
場
所　

市
民
会
館　

第
１
会
議
室（
２
階
）

※
代
理
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
予
約
受
付
先　

市
民
環
境
課　

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

【介護】自立する心をサポートする心遣いから
（１人にしない介護の前に、１人にする介護からはじめてください）
好きな時にトイレや外に気兼ねなく行けるお年寄りが沢山います
手すりは新築でも普通になりました設置率は浴室９割、トイレ６割

【一例】階段と手すりのセット商品
設置場所に合わせ高さや巾の調整が出来、
手すりと組合せ自由のセミオーダー型
（段板中３段、Wのステッキホルダー付き）
（税込）��,���円（取付費含む）
【住居のアドバイス】
浴槽に入る時は縁に腰掛けて片足ずつ移動する事を想定し浴槽の縁
は椅子の高さ、底は洗い場の高さに近づける（次号は便器の高さ）
住宅の事なら電話かE-mailで相談や詳細を聞く事が出来ます。

（受付）大 工 の 里
住所�阿久根市山下��番地（岩﨑一男）
E-mail:minnnanoheya@cap.ocn.ne.jp

住居の事なら
◉即おこたえ致します◉

電話（0996）72-3131番

◎御電話を頂けば見積り及び相談が電話にてできます

保存版

和　式 洋　式

手すり２ヶ所付き

改装の一例
（和式を洋式）

���� ���円
（工事代含む）

県経営革新承認商品

廃
残
農
薬
の
回
収
を
行
い

ま
す

◇
日
時　

11
月
１
日
㈫　

13
時
〜
15
時

◇
場
所　

Ｊ
Ａ
三
笠
野
菜
集
荷
場

（
Ａ
コ
ー
プ
三
笠
横
）

◇
回
収
費
用
（
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
）

・
粉
剤
、
粒
剤
、
水
和
剤
、
乳
剤　

３
０
０
円

・
銅
、
亜
鉛
、
塩
素
酸
塩　

５
０
０
円

・
土
壌
消
毒
剤　

９
０
０
円　

な
ど
。

な
お
、
回
収
費
用
に
つ
い
て
は
現
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課　

農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
７
）

竹
林
の
貸
し
手
を
探
し
て

い
ま
す

現
在
、竹
林
の
貸
し
手
が
不
足
し
て
お
り
、

竹
林
の
貸
し
手
を
探
し
て
い
ま
す
。

竹
林
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
竹
林
の
所
有
者
で
、
管
理
生
産
を
し
て
く

れ
る
人
に
有
効
利
用
を
お
考
え
の
方
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
賃
借
に
つ
い
て
は
両
者
の
条
件
の

も
と
に
市
が
仲
介
い
た
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課　

林
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
２
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
23
年
の
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
漏

れ
な
ど
の
確
認
が
必
要
な
方
は
縦
覧
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間　

10
月
20
日
〜
11
月
３
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◇
縦
覧
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

裁
判
員
・
検
察
審
査
員　

候
補
者
の
皆
さ
ま
へ

候
補
者
の
皆
さ
ま
に
11
月
中
旬
ご
ろ
、「
裁

判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」、

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お

知
ら
せ
」
の
封
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
書

類
内
容
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
裁
判
員
候
補
者

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
７
３
（
直
通
）

・
検
察
審
査
員
候
補
者

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９
（
直
通
）

北
薩
地
区
『
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就

職
面
談
会
』
開
催
の
ご
案
内

◇
日
時　

11
月
25
日
㈮　

13
時
〜
16
時

◇
場
所　

薩
摩
川
内
市 

ホ
テ
ル
太
陽
パ
レ
ス

◇
対
象　

福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

福
祉
施
設
の
人
事
担
当
者

◇
内
容　

福
祉
施
設
の
人
事
担
当
者
と
就
職

希
望
者
の
就
職
面
談
会

※
問
い
合
わ
せ
先　

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

行
政
相
談
所
開
設
の
ご
案
内

行
政
相
談
委
員
が
、
国
の
行
政
な
ど
に
つ

い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
る
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
21
日
㈮　

13
時
〜
16
時

◇
場
所　

市
民
会
館　

第
６
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

市
民
相
談
室

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
６
０
）

薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
開
催
の
ご
案
内

鹿
児
島
県
と
熊
本
県
と
で
「
第
４
回
薩
摩
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くらしの情報

農機･農業資材･栽培指導

㈲マツモト
阿久根市山下1114

☎０９９６ー７３ー００５０

マ ツ モ ト

阿久根市のブランド品に早掘り筍の子を推薦します

☆筍の子の収量は肥料の量に比例�

☆地温が��℃以上で根が最大に肥料を吸収�

☆��ａ当り４俵

☆９月～��月に数回に分けて散布

�������������������������������������������

たけのこ芽出し専用15㎏入り アミノ酸

有機入り

街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
（
水
俣

市
）
で
は
、
北
薩
、
水
俣
・
芦
北
地
域
の
特

産
展
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
日　

11
月
27
日
㈰

◇
参
加
料　

千
円（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

◇
申
込
締
切　

11
月
４
日
㈮
ま
で

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
み
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
北
薩
地
域
振
興
局　

総
務
企
画
課

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
１
０
７

http://www.pref.kagoshima.jp/chiiki/hokusatsu/chiiki/

阿
久
根
の
元
気
人
集
ま
れ
Y

西
の
高
突
山
登
山
会
開
催

桜
島
山
、
薩
摩
川
内
市
、
火
力
発
電
所
な

ど
が
見
え
る
頂
上
の
眺
望
は
抜
群
で
す
。

初
心
者
向
き
で
登
山
が
で
き
る
す
ば
ら
し

い
場
所
を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機

に
一
緒
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日　

時　

11
月
20
日
㈰　

８
時
集
合

阿
久
根
市
役
所　

駐
車
場

◇
コ
ー
ス　

本
之
牟
礼
分
校
跡
地
か
ら
西
の

高
突
山
ま
で
の
往
復

◇
参
加
料　

一
日
保
険
代
な
ど
と
し
て

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
な
お
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
な
ど
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
持
参
す
る
も
の　

雨
具
、
昼
食

◇
申
込
締
切　

11
月
10
日
㈭
ま
で

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
根
市
山
好
会

花
木　

☎
０
９
０（
３
１
９
７
）５
５
８
４

谷
口　

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
５
８

剪
定
講
習
会
開
催
の
ご
案
内

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
剪
定
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

10
月
25
日
㈫
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
受
講
料
は
無
料
、
定
員
25
名
）。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
28
日
㈮　

９
時
30
分
〜
16
時

◇
場
所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◇
講
師　

鹿
児
島
造
園
技
術
専
門
校
指
導
員

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

日
本
の
文
化『
将
棋
』に
触
れ
よ
う
Y

阿
久
根
Ｊ
Ｃ
杯
将
棋
大
会
開
催
Z

将
棋
を
全
く
知
ら
な
い
方
か
ら
、
将
棋
が

大
好
き
な
方
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
を

対
象
に
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
日
時　

11
月
23
日
㈬
祝
日　

10
時
〜
17
時

◇
場
所　

大
丸
公
民
館

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
青
年
会
議
所（
商
工
会
議
所
内
）

☎
兼
℻
０
９
９
６
（
７
３
）
３
２
９
３

コ
ー
ル
み
か
さ
25
周
年
あ
り
が

と
う
Y
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

歌
い
続
け
て
25
周
年
。
感
謝
の
こ
こ
ろ
を

込
め
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日　

時　

11
月
20
日
㈰

開
場
13
時
30
分
（
開
演
14
時
）

◇
場　

所　

阿
久
根
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

大
人
・
高
校
生　

５
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

秋本町
通
り
会
で
は
、
11
月
６
日
㈰
に
『
秋

の
市
・
ト
ラ
ッ
ク
市
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、『
ト
ラ
ッ

ク
市
』
で
は
、出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

本
町
通
り
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
０
２
１

『

の
市
・
ト
ラ
ッ
ク
市
』

開
催
Y

山農産
物
即
売
会
や
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
演

芸
大
会
、
生
け
花
、
絵
画
、
木
工
品
な
ど
も

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
山
下
の
風
を

感
じ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

11
月
20
日
㈰　

９
時
〜
15
時

◇
場
所　

山
下
小
学
校
内

下
の
風
ま
つ
り
開
催
Y

10国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
面
積
以
上

の
大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で

す
。
取
引
の
規
模
が
次
の
場
合
、
権
利
取
得

者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）
は
、
知

事
あ
て
の
届
出
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付

し
、
契
約
を
結
ん
だ
日
を
含
め
て
２
週
間
以

内
に
土
地
の
所
在
す
る
市
役
所
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

◇
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

・
市
街
化
区
域　
　

２
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
区
域　

１
万
㎡
以
上

※
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課　

企
画
推
進
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
３
１
）

月
は「
土
地
月
間
」で
す
Y



図書館へ行こうY
　未返却本はありませんか
借りたまま、いつの間にか忘れてしまって

いる本はありませんか。未返却の方に対して
は、返却予定日から１ヶ月を過ぎると、電話
でお知らせさせていただいております。
人気の本は予約も多く、順番を心待ちにし

ている方もいらっしゃいます。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い

します。

　新刊案内
・『峠うどん物語』上・下　　重松　清（著）

中学２年生のよっちゃんは、
祖父母が営むうどん屋「峠うど
ん」の手伝いが好き。市営斎場
前に建つ「峠うどん」の暖簾を
くぐるのは、命の旅立ちを見届
けたひとたちで…。

・『キャベツ炒めに捧ぐ』　　井上荒野（著）

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加く
ださい。

・10月29日㈯　14時～　手づくり教室
・11月５日㈯　14時～　映画会
・11月19日㈯　14時～　手作り教室

〈読書の秋〉

・『星火瞬く』　　　　　　　葉室　麟（著）
幕末、横浜の地に降り立っ
たロシアの大革命家に、日本の
革命家たちは吸い寄せられてい
く。そして同時期、30年ぶりに
来日したシーボルトと息子アレ
クサンダーも、危険な革命家と
出遭う…。

・『親子のための地震イツモノート
キモチの防災マニュアル』

地震イツモプロジェクト（編）

－ 26－

阿久根市親子ふれあいフェスタwith本に親しむ集い
総合司会 　MBC「ど～んと鹿児島」でお馴染みの　柴　さとみ氏

日時　11月23日（勤労感謝の日）　午後１時～

場所　阿久根市民会館　大ホール及び会議室

内容　○本に親しむつどい（阿久根市立図書館）

○親子でガーデニングコーナー（講師：柴　さとみ氏）

○昔遊び＆工作コーナー（シルバー人材センター）

○食育コーナー＆手づくりおやつ無料配布（阿久根市食生活改善グループ）

○子育て支援機関紹介・展示コーナー（各保育園・幼稚園など）

○古本無料配布(阿久根市立図書館）

○子ども用品エコエコ交換会（親子サークル）

○手作り楽器でみんなで踊ろう　♪「じゃっせん　あくね」♪

※ご家庭で不要になった子ども用品の収集にご協力ください。
子供服・小学校の標準服や体操服・絵本・子供用CD・DVD・マタニティ用品・ベビー用品（ベビーバス・
チャイルドシート・ベビーチェア・ベビーカー等）など。
ただし、汚損が無いもので、使用に耐えるものに限ります。
ぬいぐるみやおもちゃは収集しませんので、ご協力をお願いします。
11月４日㈮までに市役所　生きがい対策課にご持参くださいますようお願いいたします。

※問い合わせ先　生きがい対策課　児童対策係　☎０９９６－７３ー１２１１（内線１４１１）

柴　さとみ氏



－ －－ 27－ ※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、「
え
っ
、
今
年

50

歳
組
で
い
ら
し
た
の
で
す
か
。」
と
い

う
セ
リ
フ
を
何
度
口
に
し
た
こ
と
か
。

『
よ
そ
の
子
の
成
長
は
早
い
』
と
は
よ

く
言
い
ま
す
が
、
毎
年
50
歳
組
の
諸
先
輩

方
か
ら
お
話
を
伺
う
た
び
に
尊
敬
と
、
自

分
も
歳
を
重
ね
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

大
川
小
で
は
、
父
・
娘
が
一
緒
に
リ

レ
ー
を
し
、
50
歳
組
へ
の
在
校
生
代
表
あ

い
さ
つ
は
、そ
の
娘
さ
ん
が
さ
れ
ま
し
た
。

家
族
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
に
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
孫
の
世
代
ま
で
ず
っ

と
語
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
26

年
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
か
ら

次
々
と
生
ま
れ
る
絆
。
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。　
　
　
　

（
寺
園
）

阿

久

根

短

歌

会

阿

久

根

短

歌

会

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

わ
が
知
ら
ぬ
深
き
悲
し
み
あ
る
や
う
に
み
ど
り
児
は
泣
く
声
震
は
せ
て 

上　

野　

有
田
イ
チ
エ

夏
逝
き
て
暦
は
秋
と
な
り
た
れ
ど
汗
を
拭
き
つ
つ
団う
ち

扇わ

を
使
ふ 

脇　

本　

赤
﨑　

タ
エ

子
供
ら
は
五
色
浜
に
穴
ほ
り
て
釣
り
た
る
魚
を
泳
が
せ
て
を
り 

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

熱
戦
の
野
球
終
り
し
甲
子
園　

犒ね
ぎ

ら
ふ
ご
と
く
涼
風
の
吹
く 

新　

町　

遠
矢　
　

律

手
術
せ
し
腰
か
ば
ひ
つ
つ
朝
庭
に
背
筋
伸
ば
し
て
夏
空
仰
ぐ 

上　

野　

河
南
誠
一
郎

友
く
れ
し
旅
の
土
産
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
命
は
か
な
し
形
身
と
な
り
ぬ 

折　

口　

白
濵　

ノ
ブ

明
け
方
の
海
面
に
ゆ
れ
て
美
し
き
十
三
夜
の
月
し
ば
し
眺
む
る 

脇　

本　

渡
瀬　

栄
子

朝あ
さ

な
朝さ

な
二
十
粒
ほ
ど
穫
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
朝あ
さ

餉げ

の
卓
に
自
己
主
張
す
る 

上　

野　

亀
澤　

笑
子

熊
蝉
の
鳴
く
声
う
す
れ
吾
が
も
と
に
帰
省
せ
ぬ
子
よ
盆
も
終
り
ぬ 

脇　

本　

野
村　

克
江

う
ろ
こ
雲
果
て
な
く
続
く
西
空
に
虜
の
ご
と
き
夕
月
の
浮
く 

折　

口　

別
府　

義
明

人のうごき
９月30日現在
（　）は前月比

人　口
23,400人
（－14人）

男
10,956人
（－6人）

女
12,444人
（－8人）

世帯数
10,670世帯
（－8世帯）

出 生 17人
死 亡 23人
転 入 46人
転 出 54人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

岩
﨑　

禾か

枝え　

俊
二
郎
（
牛
之
浜
）

大
漉　

琉る

海い　

慎　

也
（　

枦　

）

濵　

凛り

り々

愛あ　

竜　

太
（
新　

町
）

川
野　

悠ゆ
う

斗と　
　

明　

（
大
川
島
）

赤
﨑　

蒼そ

空ら　

浩　

貴
（
高
之
口
）

川
畑　

聖し

お

ん桜　

大　

志
（　

潟　

）

江
里　

優ゆ
う

花か　

克　

久
（
牧　

内
）

早
水
美み

唯い

那な　

健　

児
（
古　

里
）

小
原　

琉
り
ゅ
う

斗と　

卓　

也
（　

潟　

）

牛
ノ
濱
綾あ
や

音ね　

隆　

伸
（
大　

丸
）

井
上　

優ゆ

澄ず　

信　

一
（
槝
之
浦
東

）

松
尾　

豪ご
う

士し　

勝　

樹
（
大　

丸
）

新
町　

咲さ

和わ　
　

工　

（
牧　

内
）

野
﨑　

華は
な　

　

清　

人
（
深　

田
）

中
山　

廣
三
59
（
上　

野
）
恵　

子

宮
脇
美
津
子
86
（
槝
之
浦
東
）　

勉

宮
野　

速
志
88
（
大　

漉
）
ミ
ツ
ノ

濵
門　

茂　

80
（
尻
無
下
）
タ
ミ
エ

今
濵　

國
守
71
（
小　

漉
）
く
み
子

日
置　

幸
德
84
（
上　

野
）
出
ノ
口
り
つ
子

表
迫
美
千
子
64
（
瀬
之
浦
下
）　

守

今
井
ふ
み
子
58
（
黒
之
浜
）
文　

夫

若
松　

富
志
78
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永年の功績に

感謝状贈呈Y

８月30日、故宇都清

任氏が、阿久根市農業

委員会委員として22年

10か月間職務に尽力さ

れたことが認められ、

鹿児島県農業会議会長より感謝状が贈呈されまし

た。「夫は、農業が大好きで倒れる直前まで農作業

をしていました。」と奥様からお話を伺いました。

表彰状を受け取られたご家族

（故）宇都　清任氏
（古里区、72歳）
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◇趣味は何ですか・・・
スポーツ、料理
◇性格は・・・
明るい
◇理想の異性像は・・・
一緒にいて楽しい人
◇阿久根について一言・・・
海も山もとってもきれいです
◇将来の夢は何ですか・・・
みんなが笑顔になれるお菓子を作るこ
とZ

－ 28－

私たちは、歌を通じた「和」の仲間づくりを目指し、
25年間歌い続けてきました。活動は団長の池田年孝
さんを中心に先生を含め、女性23名、男性11名の
計34名の会員で毎週行っています。現在、地域内外
を問わず、会員を広く募集中です。初心者大歓迎で
す。皆さんも私たちと一緒に楽しく歌ってみません
か？
【活動日時】毎週火曜日　午後７時半～９時半
【活動場所】脇本地区公民館（三笠支所）
【連 絡 先】
コールみかさ25周年ありがとうYコンサート
実行委員長　太田　信子（☎0996-75-0018）

「コ ー ル み か さ」
サークル紹介

営業時間：午前10時～午後５時
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←出水 阿久根市街地→

住まいの無料相談室 ＡＺ車検
センター
隣り

住まいの事なら、お気軽に相談ください。

☎0996-72-0014㈱ タイセイ工務店

新築 リフォーム オール電化工事
バリアフリー工事 太陽光発電システム設置工事

〒899-1625 阿久根市波留1074-1
信頼と実績の

 TAISEI

☎0996-73-0350


